
 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター【武道館情報】 

第 52回道新旗争奪全道弓道大会が開催！ 

5 月 10 日(土)・11 日(日)の 2 日間にわたり、

北見市武道館弓道場を会場に「第 52 回北海道

新聞社優勝旗争奪全道弓道大会」が行われまし

た。10 日(土)は、高校生男女合わせて 242名が

日頃の練習の成果を発揮する全道大会が開催

され、11 日(日)には中学生・大学生・社会人男女

合わせて 159名が参加し、両日合計で401名が参加する盛大な大会となりました。応援に来た観覧者は、

「間近で見ることができて、これまでより迫力が増しました」と感想を述べていました。 

北見柔道連盟の春期昇段審査が行われました！ 

5 月 11(日)北見市武道（道場 1）において北見柔道

連盟（武藤弘司会長）が主催する、春期昇段審査が行

われました。柔道会場は、北見柔道連盟の審議部や

審判部が見守る中、中学生、高校生、大学・社会人の

男女が、初段から参段までの審査に挑戦していました。

また、早朝８時より「投の形」の講習会が行われ、投の

形審査も同時に行われました。 

連載 中国「老子」の思想 

五十四章 自律にまかせよ 

内にしっかと根ざしたものは、拔けることがない。内にしっかと抱いたものは、奪われることがない。自己に内

在する「徳」を、しっかと守って放さなければ、子孫の祭祀
さ い し

を絶やさない。 

「道」が個人に付与した徳（身の自然）を守れば、人は本性に返る。家に付与した徳を守れば、家は繁栄する。

村に付与付与した徳を守れば、村は長久である。国に付与した徳を守れば、国は豊かである。天下に付与した

徳を守れば、万民はひとしくうるおう。 

だから、個人を律するには、個人の徳に基づく。家を律するには、家の徳に基づく。村を律するには、村の徳に

基づく。国を律するには、国の徳に基づく。天下を律するには、天下の徳に基づく。 

天下の徳に基づくからこそ、天下の現状を判断できるのである。 

原文：善建者不抜、善抱者不脱。子孫以祭祀不輟。修之於身、其徳乃眞。修之於家、其徳乃餘。修之於郷、其徳乃

長。修之於國、其徳乃豐。修之於天下、其徳乃普。故以身觀身、以家觀家、以郷觀郷、以國觀國、以天下觀天下。

吾何以知天下然哉。以此。 
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